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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和3年3月4日(2021.3.4)

【公開番号】特開2019-192303(P2019-192303A)
【公開日】令和1年10月31日(2019.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-044
【出願番号】特願2019-145241(P2019-145241)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｑ  50/20     (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｑ   50/20     ３００　

【手続補正書】
【提出日】令和3年1月18日(2021.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の試験を過去に受験した複数の既受験者から得られた、複数の選択肢からいずれか
を選択するアンケート項目を複数含むアンケートに対する回答を示すアンケート結果デー
タに基づき、所定選別基準に従って対象者への推奨行動を抽出するのに利用する既受験者
を選択する既受験者選択部と、
　前記対象者の回答と前記選択された既受験者の回答とに基づき、前記対象者と前記選択
された既受験者の間の行動変更量が所定の行動変更量上限値以下となるように、前記対象
者の行動を前記選択された既受験者の行動に近づける前記対象者への推奨行動を決定する
推奨行動決定部と、
を有するレコメンドシステム。
【請求項２】
　前記アンケートには、所定の行動に関連する数量によりレベル分けされた選択肢を有す
る数量アンケート項目が含まれ、
　前記推奨行動決定部は、前記数量アンケート項目については、前記対象者が選択した選
択肢の数量と前記選択された既受験者が選択した選択肢の数量との差異を行動差異量とし
、前記行動差異量が所定の行動変更量上限値を超えていれば前記対象者が選択した選択肢
の数量より大きく前記選択された既受験者が選択した選択肢を代表する既受験者代表数量
より小さい数量に対応する行動を推奨する、
請求項１に記載のレコメンドシステム。
【請求項３】
　前記アンケートには所定期間内の勉強時間を複数レベルに分類する項目があり、
　前記推奨行動決定部は、前記対象者が回答したレベルと前記選択された既受験者が回答
したレベルとで所定期間内の勉強時間の差異が前記行動変更量上限値を超えていれば、前
記対象者が回答したレベルの勉強時間より長く前記選択された既受験者が回答したレベル
の勉強時間より短い目標勉強時間を推奨し、前記差異が前記行動変更量上限値以下であれ
ば前記選択された既受験者が回答したレベルの勉強時間に対応する目標勉強時間を推奨す
る、
請求項１に記載のレコメンドシステム。
【請求項４】
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　前記アンケートには所定期間内の勉強時間を回答させる項目があり、
　前記推奨行動決定部は、前記対象者が回答した勉強時間と、前記選択された既受験者が
回答した勉強時間との差異が前記行動変更量上限値を超えていれば前記対象者が回答した
勉強時間より長く前記選択された既受験者が回答した勉強時間より短い目標勉強時間を推
奨し、前記差異が前記行動変更量上限値以下であれば前記選択された既受験者が回答した
勉強時間に対応する目標勉強時間を推奨する、
請求項１に記載のレコメンドシステム。
【請求項５】
　前記アンケートには、所定の行動に関連する数量で３レベル以上にレベル分けされた選
択肢を有するアンケート項目があり、
　前記推奨行動決定部は、前記対象者が選択した選択肢に対応する現状レベルと、前記選
択された既受験者が選択した選択肢に対応する好適レベルとが２レベル以上異なる場合に
は、前記現状レベルと前記好適レベルの間にある中間目標レベルに対応する選択肢を推奨
行動とする、
請求項１に記載のレコメンドシステム。
【請求項６】
　所定の試験を過去に受験した複数の既受験者から得られた、複数の選択肢からいずれか
を選択するアンケート項目を複数含むアンケートに対する回答を示すアンケート結果デー
タに基づき、所定選別基準に従って対象者への推奨行動を抽出するのに利用する既受験者
を選択し、
　前記対象者の回答と前記選択された既受験者の回答とに基づき、前記対象者と前記選択
された既受験者の間の行動変更量が所定の行動変更量上限値以下となるように、前記対象
者の行動を前記選択された既受験者の行動に近づける前記対象者への推奨行動を決定する
、
ことをコンピュータが実行するレコメンド方法。
【請求項７】
　所定の試験を過去に受験した複数の既受験者から得られた、複数の選択肢からいずれか
を選択するアンケート項目を複数含むアンケートに対する回答を示すアンケート結果デー
タに基づき、所定選別基準に従って対象者への推奨行動を抽出するのに利用する既受験者
を選択し、
　前記対象者の回答と前記選択された既受験者の回答とに基づき、前記対象者と前記選択
された既受験者の間の行動変更量が所定の行動変更量上限値以下となるように、前記対象
者の行動を前記選択された既受験者の行動に近づける前記対象者への推奨行動を決定する
、
ことをコンピュータに実行させるためのレコメンドプログラム。
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